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本年度の重点目標

人材育成と自己実現

すべての教育活動を通じて人材育成を図り、人格の完成と自己実現を支援する

＊実践指針
「追究姿勢」をすべての教育活動の根底に置くこと。これを通して、「先行き不透明な時代に挑
戦し、自己と社会の未来を切り拓く人材（２１世紀人材）の育成を図り、人格の完成と進路目
標の達成を含めた自己実現を支援する
以下年度当初の教育方針の「具体的な手立て」に沿って、各分掌、学年でさらに具体的な方

策を明記して作成してください。

月 各分掌のテーマ及び具体的取組の作成及び実践 Plan～Do

（テーマ）
１ 入学式・卒業式・始業式・終業式などの各儀式の円滑な実施、運営と内容の充実を図る。
２ PTA・同窓会・地域社会との連携・相互理解を深め、活動内容の充実を図る。

４
| （具体的取組）
６ ・儀式参加の意欲を高めるための声かけ、アドバイスの工夫を図る。集会時の集合時間の短縮
月 のため入場の仕方を工夫する。(放送連絡や入場順の検討)
・卒業式前の歌唱練習や答礼練習の強化を図る。
・儀式についてのアンケート実施と活用。
・地域参加型避難訓練の継続。メールによる安否確認の訓練の実施。

各分掌の検証方法及び具体的取組の検証（１） Check

（検証結果）

・入学式、新任式、始業式、終業式等の儀式での取り組みは良好であった。居眠りするような
生徒もほとんどいなくしっかり話を聞いているが、壇上の人への敬意をもたせ、さらに参加

４ 意識を高めさせたい。
| ・儀式後の学年集会のことを考慮すると現状の整列がやはり望ましいのではないか。
７ ・儀式の集会時に生徒の体調を見られる職員を１・２名配置した方がよい。
月 ・PTA総会、各学年 PTAの参加数は 100名を超えており、出席率は比較的高い。
・高 P 連等の参加に関しては、各学年 3 役（部長、副部長、監査）は協力的であるが、一般
役員の参加率が低い。

・10月 1日発行の PTA会報については、取りかかりを早めて、スムーズに進められた。
・一声運動の募集期間を増やしたら、参加数が昨年より増えた。
・職員会議資料集め等円滑に行われている。
・奨学金関係の業務は職員の協力もあり支障なく進められた。
・内規集のリニューアルが滞ってしまった。



検証（１）から、改善のための具体的取組 Action～Do

（改善のための具体的取組）

・内規集の完全リニューアルを 10月末までに行いたい。
・PTA行事への参加呼びかけを昨年度までより 1週間早めたい。

８ ・地域住民参加型（地震による本校への避難という想定）の避難訓練の実施。
| ・2月末の第 5回定期考査を考慮した卒業式準備日程の検討を早めに始める。
11 ・卒業式に関しては全校での歌唱練習、答礼練習を行い、参加意識が高まるような指導を総務
月 主任が行う。
・奨学金業務、職員会議業務、同窓会業務等はこれまで同様、円滑な運営を心がける。

改善のための具体的取組の検証（２）、次年度に向けて Check～Plan

・保護者アンケート （１２月）

（検証結果）

・内規集は、3 学期中の配布が可能になった。完全リニューアル化（不要な文面の削除や新た
な項目追加や補筆）を図ったため、各分掌だけでなく学校全体の運営の見直しにつながる契
機ともなった。

・PTA 行事への参加については昨年度よりも参加人数が若干増え、高 P 連関連の行事などの
参加においては、特定の役員の参加に偏っていた現状が幾分改善され他校保護者との交流も
盛んに行われた。

12
| ・避難訓練においては、生徒を動員して地域住民の誘導を行ったり消火訓練を行うなど、地域
２ 住民の動きを伴う活動場面を増やすことができた。
月
・卒業式の準備日程計画に関しては、保護者や来賓への案内配布や回収時期を昨年度より 1週
間程度早めた。第 5回定期考査や国立大前期入試の時期と重なる時期の負担を少しでも軽減
したい。

・奨学金業務、職員会議業務、同窓会業務に関してはトラブルなく円滑な運営を行えた。

（次年度に向けて）

・保護者アンケートで、危機管理の基準や危機管理マニュアル周知についての意見があった。
保護者への周知に関して、周知内容、周知方法などについて検討し、年度はじめの配布を
想定して実現したい。

・PTA 役員会、PTA 総会、学年 PTA などにおいて予算の審議や承認だけでなく、学校へ意
見を出しやすくまた意見が反映しやすい機会となるよう、案内文や議事進行について改善を
図りたい。

・創立 120周年記念式典の協力、同窓会との連携を積極的に行いたい。

（外部評価）３月１６日 第２回学校評議員会・学校評価委員会

評価はＡ
各儀式や諸行事の連絡時期について見直しのうえ、早めの連絡を実践した。結果として、ＰＴ
Ａの行事等の参加率の向上が認められた。また、内規集のリニューアルによって、職員の学校
マネジメントに対する意識の高揚につながった。今後は危機管理や保護者との意見交換につい
て、一層情報の共有化を図って頂きたい。


